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注】破当＋ろロには、レ印を逗入してください、特定事貝廿以外の本負廿の力はし印の記入1t不要です．

２「盃頑年凌ｊとはHﾔ西)Ｍｎの､１年度を、「日揮年度ｌとIiDf西湖、の肚鶴年度を、「、告年度ｊとl蛆卜因期間のうち．今回田告の対ZQとなる年度をし､い玄寸．

３ｒ卒負所毎煥山区分ｌとは京侭府内の卒食所辱の事Ui活助のためのエネルギーの使用に伴い発生する沮疽効果ガスを．「伯増血侭橡出区分』とは自助虹運送本口打については使用の本禺の位皿を京極府内とする血閂
の！#山する沮直効果ガスを．鋏辿事藁肴については係打する貨物4【岡又Iさ旅客山河の畔山する沮古効只ガスを．『その他ＵＭＩ区分ｊとはと妃以外の京RENT内Iこおける事劇所呼の事員活田に伴い発生する、竃効果ガス
をU0b､主す。

４「原nA位当たりの凪函jmb泉ガスUF出且等」の『用途区分」にlま、ＣＯ工靭．事閥厩なぎの用途を記入して<電さい。「原単位の旧槐」’二11、分子の「二敗化喫索檎口」の下に分母と唯る楯Mｉ（生産於丑．砥ぺ床面
繭．走行距肛等）を肥入してください．

５「その他の地味mmn化対奴による沮迩効果ガスの削減仏等」のうち「様休の保全及び埜偏」の「日揮錐度（DfiUi）」■に'よH1四期｢町中の目標の県0+を、『轍沓qllH（実ﾛ、」楓にI土実繍の累甘fを記入して<澄さi'､、

６「特記本項」には、平成261:度（１９９０年度）を蕊inとしたⅡ#ⅡI趾の対比や，省エネ劇IIL開発など他廿のｎ本効果ガスｌｌＨＭｌＩ減への頁軟、グリーン飼坦の採用・特定フロンなぎの条例指定外の温室効果〃:｣LのＲｉ減
など苦記入してください。

住所（法人にあっ
ては、主たる事務所
の所征地）

京都府舞圏市字余部下１１９０番地

氏名く法人にあっ
ては、名称及び代変
巷の氏名）

海上自衛隊舜劃地方総監部管理部長

一瀬良文

羽婁者の主たる

糞Hｉ

国の行政機関

砿当する卒業者

要件 戸京都府地球温鰻化対策条例施行規則第10条第１号瞭当卒業者（大規模エネルギー使用本業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

「 京都府地球楓硬化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号麟当事業者（大規模運送りＩＦ業者（トラック又I土パス100台以上／タクシー150台以上／鉄道ﾖエ
両150両以上）

「京都府地球温吸化対策条例施行規則第10条第４号砿当嚇業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者〈二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

叶画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針 地球温暖化対策の推進体制を充実し、対象股側等における省エネ及びi且室効果ガスの俳山削域を推進する.

使用者の原境に対する教育を含め、設備の梓理及び使用状況の改普を行うとともに、ボイラ等の燃料使用ａ、
電気設備における蝕気使用丘の削減を主に省エネによる二酸化炭素の排出量の削減を行う。

推巡体制 省エネ委員会を定期的に朋脳し、省エネ状況をチニックしつつ対策を検討し、経線実施してし､る。

環境マネジメントシステム名称

適用範囲

取得年月日

年度ごとの具体

的な取組及び槽
瞳の状況

年度

２１ 

股側、対象、工狸等

窓

照明

配地盤

措匠内容

日射調駐フイルム施工（削域効果１６．６Ｌ,Ｃ『/年）

事務所において倣光灯の個別スイッチの取り付け（使用の改鱒）

鮪易型矼力母叶を２０カ所に段丘し、計測記録を細部で災噛岡鮒

i且室効果ガスの

排出阯等 排出区分

Ａ本業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基廼孚匪（築預）

（１９）年度
(二曲化斑寓農耳）

ロｔ宗干巳乏（ＢＴ陞lノ

（２２）年度
(二Ｈ２化炭素換耳）

ji9減率
(計画）

報告竿度（異楓）

(２１）年度
(二欧化幽寓摸戸）

増減率
(実績）

3,404ｔ 30300ｔ -3.1鉛 ３，３７８ｔ -0.7飴
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石油燃料関迎の消費が気候の形容で昨年より増加した。（鰻刷等空調分）
外灯の増股等、虹気使用機器の増股があったが使用状況の改善等で、昨年より使用吐（46千KW/ｈ）の削減ができた。

原単位当たりの
i且室効果ガス排
出丘等

用途区分 原単位の指概

総監部地区
二醗化炭素換算

41.07（千㎡）
二酸化炭素換算

二鹸化炭累換算

実績に対する自己､2個

基噸年度（実網） 目標年度（計画） 増減収（叶画） 報告年度（実績） 蝋減車（実績）

82.88 80.35 -3.1船 82.24 －０．７兇
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スローダウンのペースになっているが、省エネのパトロールを実施するなど各部箸でのCO2排出liI減に年々、意識のｉｉｌｉ鶴がみられる。
また、ハード面での改蒋も身近にできる二とから実施しており、今後も継統して推進していく。

その他の地球温
吸化対策による
i且室効果ガスの
削減丘等

対策等の区分

森林の保全及び駐伽

府内壷の木材の利用

自然エネルギーを利用した矼力
又は熱の供給

グリーン地力の鱗入

削減戯等合計

目楓年度（１１+画）

RMIl餓導 (二敗化幽索換耳）
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●３ｔ 

報告年度（実績）

15【Hu且坤 (二K､化風謡換口）
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差引排出量

(携山合Hf－恥jWf合ｉｉ）

基単年度（実績）

＊１ ３０４０１ｔ 

目標年度（計画）

(･笘坤０ｺ）３．３００ｔ

1,域串（叶回）

-３．１１６ 

報告年度（実績）
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増減率（実繍）

-0.7％ 

地球沮鰻化対策
に資する社会貢
献活動

ライトダウンキャンペーンへの参加

特記耶項


